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キャリントンストームはなぜ急速に回復したのか？
Why did the Carrington storm recover very rapidly?

桂華邦裕 1∗ ;海老原祐輔 2 ;片岡龍峰 3

KEIKA, Kunihiro1∗ ; EBIHARA, Yusuke2 ; KATAOKA, Ryuho3

1 名古屋大学太陽地球環境研究所, 2 京都大学生存圏研究所, 3 国立極地研究所
1Solar-Terrestrial Environment Laboratory, Nagoya University,2Research Institute for Sustainable Humanosphere, Kyoto Uni-
versity,3National Institute of Polar Research

1859年 9月 2日に発生したキャリントン磁気嵐は、その規模と発達率はそれぞれ 1時間平均値換算で約 850 nT、約
400 nT/hと極めて大きい。巨大地磁場変動は磁気嵐主相だけにとどまらず回復相にも見られ、回復率はインドのボンベ
イで 1000 nT/h以上、1時間平均値でも 300 nT/h以上に達した。20世紀および 21世紀初頭に観測された巨大磁気嵐も、
他の平均的な磁気嵐に比べ回復率が大きい。
磁気嵐の発達は、太陽風速度や密度、惑星間磁場の大きさや向きに大きく依存する一方で、磁気嵐の回復は地球内部

磁気圏での物理プロセス、特にプラズマ圧を減少させるプロセスが重要な役割を担う。これまで提唱されているプロセ
スとしては、(1)電荷交換反応による酸素イオンの中性化、(2)イオンの磁気圏外への流出、(3) EMIC波動との相互作用
に伴うピッチ角散乱による大気への降り込み、などが提唱されている。また、(4)もし磁気嵐のピーク時周辺で太陽風動
圧が急激に増加すれば、磁気圏界面電流の増強により磁気嵐の回復がより速くなると考えられてる。
本講演では、太陽風データが入手可能な巨大磁気嵐（Dst minimum<-200 nT）の回復相に着目し、太陽風パラメータ

と Dst指数との相関を示す Burton経験則を修正することで、太陽風密度変動に関連するイオン流出過程で速い回復を説
明できるかどうか調査する。また、電荷交換反応のみで再現するために必要な酸素イオン量、波動粒子相互作用のみで
説明するために必要な EMIC波動活動領域の広さ、磁気圏界面電流の急増のみで説明するために必要な太陽風動圧変化、
をそれぞれ見積もる。その上で、キャリントンイベントのような超巨大磁気嵐の回復相では磁気圏内で何が発生し得る
か、どの程度大きな磁気嵐回復率、すなわち地上磁場時間変動を作り出すことができるか議論する。
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